













第 2 章から第 5 章までの分析の結果は，次のようにまとめられる． 
 第 2 章では，2000 年代の⾃営業者は常時雇⽤者と⽐べるとどのような働き⽅の特性を持って










 第 3 章では，現代の⾃営業層の特徴として「専⾨職」が⼀つの鍵を握っていることを踏まえ






































 終章では，第 2 章から第 5 章までの分析結果に基づいて，本研究の含意について議論をおこ
なった．本研究の貢献は，⾃営業層は専⾨職を⼀つの軸とする階層になりつつあること，そし
て⾃営業層の専⾨職化はその内部において多様になる傾向が⾒られると同時に，スキルレベル
によって待遇が⼤きく異なる状況を⽣み出すという帰結をもたらしている点を明らかにしたこ
とにある．⾃営業の専⾨職を捉えることは，社会階層論における⾃営業を対象にした研究をさ
らに進展させるために必要な視点であることを提⽰した． 
